
飯
能
・
秩
父
研
修

は
、
東
京
建
築
カ
レ
ッ

ジ
独
自
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。
江
戸
・

東
京
の
町
づ
く
り
に

貢
献
し
て
き
た
埼
玉

県
南
西
部
の
西
川
林

業
地
（
西
川
材
産
地
）

を
現
代
の
建
築
に
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て

い
く
か
。
一
人
ひ
と

り
の
研
修
生
に
考
え

さ
せ
ま
す
。

第
１
日
目
は
、
飯

能
市
の
フ
ォ
レ
ス
ト

西
川
、
大
河
原
木
材

な
ど
へ
。
地
元
の
業

者
が
生
き
残
り
を
か

け
て
共
同
で
立
ち
上

げ
た
フ
ォ
レ
ス
ト
西
川
の
プ

レ
カ
ッ
ト
工
場
や
集
成
材
、

防
腐
・
防
蟻
加
工
の
現
場
、

大
河
原
木
材
の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
と
製
材
工
場
、
吾
野
原
木

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
訪
問
、
自

分
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る

材
料
が
ど
の
よ
う
に
生
産
・

流
通
さ
れ
て
い
る
の
か
、
実

地
で
学
び
ま
し
た
。
本
校
の

開
校
当
初
か
ら
交
流
の
あ
る

現
地
の
棟
梁
や
工
務
店
が
手

掛
け
た
無
垢
の
木
と
伝
統
構

法
を
生
か
し
た
建
築
物
の
見

学
も
行
な
い
ま
し
た
。

木
材
の
生
産
・
流
通
の
プ

ロ
が
揃
っ
て
強
調
し
た
の
は

「
た
ん
な
る
組
立
工
で
は
な

く
、
墨
付
け
・
刻
み

が
自
分
で
で
き
る
人

に
」
「
無
垢
の
木
の

需
要
拡
大
に
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

第
２
日
目
は
、
秩

父
市
の
旧
大
滝
村
地

域
へ
。
東
京
大
学
の

演
習
林
（
下
写
真
）

と
元
大
滝
村
村
長
の

講
義
か
ら
森
林
資
源

を
育
む
自
然
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
ま
し

た
。２

日
間
の
締
め
く
く
り
に

は
古
民
家
再
生
で
多
数
の
実

績
を
誇
る
山
中
工
務
店
の
棟

梁
か
ら
、
秩
父
の
歴
史
と
文

化
、
街
並
み
の
魅
力
を
た
っ

ぷ
り
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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授業見学
大歓迎！

℡
03-
5950-1771

第23期生 飯能・秩父研修［5月25日～26日］

今年の公開講座のテーマが決まりました。

開催日は10月21日（日）午後
会場は「けんせつプラザ東京」です。

前回の第19回公開講座では「スクラップ＆ビルド

からキープ＆チェンジへ」という主張を打ち出し、

そこでは、木造建築の技と知恵を身につけた「町医

者的な」大工や各分野の建築専門家が必要である、

と結論づけました（内田青蔵 神奈川大学建築学科教

授による基調講演）。

今回の第20回公開講座では、住まいを社会的な暮

らしの拠点と位置付け、地域共同体の構成員が力を

合わせて新築や修繕に向かう“結いの精神”の現代

的再生を「古民家再生」と「コミュニティデザイン」

をキーワードに紹介します。

このテーマで精力的に仕事されている一級建築士、

関谷真一さんと鈴木陽子さんに事例報告と問題提起

をしていただき、人びとが安心して暮らせる真に豊

かな住まいと地域づくりについて考えあいます。

建築とまちづくりに関心のある広範な市民の関心

に応える公開講座です。人間らしい暮らしに役立つ

建築を求める人々と建築の技術・技能者の交流の機

会として成功させたいと思います。ご期待ください。

無垢の木の魅力を、自分の知識と技で伝えられる建築職人めざそう
日
本
は
国
土
の
３
分
の
２
が
森
林
の
国
で
す
。
こ
の
豊
富
な
資

源
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
に
と
っ
て

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
は
今
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）
を
は
じ
め
と
す
る
集
成
材
の
需
要
拡
大
に
躍
起

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
木
の
建
築
の
専
門
家
集
団
で
あ
る
私
た
ち

は
、
本
来
の
木
の
特
徴
を
生
か
し
た
利
用
法
の
普
及
・
拡
大
こ
そ

が
国
土
の
保
全
、
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
建
築
に
と
っ
て
欠
か
せ

な
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
１
年
生
の
飯
能
・
秩
父
研
修

で
も
、
そ
の
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

古民家再生とコミュニティデザイン

周
辺
で
伐
木
さ
れ
た
木
材
の
流
通
拠
点
、
吾
野
原
木
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
無
垢
の
木
の
利
用
を
増
や
す
た
め
に
、

ユ
ー
ザ
ー
を
説
得
で
き
る
設
計
者
や
大
工
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。



２
年
生
（
第
22
期
生
）

の
実
技
実
習
は
、
廻
り

階
段
を
終
え
て
、
各
専

門
工
事
の
体
験
授
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
５
月

19

日

（

土

）

の

「
型
枠
・
鉄
筋
」
。

本
校
の
母
体
、
東

京
土
建
の
組
合
員

さ
ん
が
講
師
を
務

め
ま
し
た
。
今
後
、

「
左
官
・
モ
ル
タ

ル
」
、
「
左
官
・

漆
喰
」
、
「
水
道

設
備
」
、
「
内
装
・

ク
ロ
ス
」
、
「
塗
装
」
、

「
タ
イ
ル
」
、
「
板
金
」

の
順
で
授
業
が
行
わ
れ

ま
す
。
７
月
21
日
（
土
）

以
降
、
２
年
生
は
ほ
と

ん
ど
の
授
業
が
池
袋
校

舎
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

個
人
学
習
課
題
で
あ
る

規
矩
（
き
く
）
術
演
習

を
朝
顔
箱
、
風
呂
イ
ス

作
り
か
ら
始
め
る
一
方
、

卒
業
制
作
が
い
よ
い
よ

本
格
化
し
ま
す
。

１
年
生
（
第
23
期
生
）

の
実
技
実
習
は
６
月
い
っ

ぱ
い
、
墨
付
け
・
刻
み

学
習
の
総
ま
と
め
課
題

と
し
て
「
カ
レ
ッ
ジ
フ

レ
ー
ム
」
を
行
な
い
ま

す
。
伝
統
的
な
木
組
み

の
建
築
の
仕
組
み
を
身

体
で
学
ぶ
授
業
で
す
。

道
具
の
状
態
を
常
に
最

高
レ
ベ
ル
に
す
る
所
作

を
身
に
つ
け
る
こ
と
も

狙
い
で
す
。

６

月

下

旬

か

ら

は

「
建
築
ス
ケ
ッ
チ
」
授

業
が
始
ま
り
ま
す
。
気

に
な
っ
た
建
物
を
瞬
時

に
プ
ロ
っ
ぽ
く
描
く
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。

見
学
を
歓
迎
し
ま
す
。

第
１
回
募
集

◆
学
校
説
明
会

８
月
29
日
（
水
）

◆
締
切

９
月
６
日
（
木
）

◆
試
験
日

９
月
12
日
（
水
）

第
２
回
募
集

◆
学
校
説
明
会

10
月
14
日
（
日
）

◆
締
切

10
月
24
日
（
水
）

◆
試
験
日

10
月
28
日
（
日
）

※
説
明
会
、
試
験
共
に

池
袋
校
舎
が
会
場
で
す
。

※
説
明
会
の
開
催
時
間

①
午
後
2
時

②
午
後

7
時
（
10
月
は
①
の
み
）

※
試
験
日
の
開
催
時
間

午
前
10
時
～
午
後
4
時

※
入
学
時
35
歳
以
上
と

大
企
業
の
方
の
試
験
は
、

第
4
回
選
考
会
と
な
り

ま
す
。

◇
授
業
は
毎
週
金
曜
・

土
曜
日
（
年
末
年
始
除

く
）
。
い
つ
で
も
見
学

可
能
で
す
。
た
だ
し
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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２
年
生
の
授
業
か
ら

１
年
生
の
授
業
か
ら

「建築環境演習」担当

樋口 佳樹さん

日本工業大学

建築学科

生活環境デザインコース

准教授

～普段のお仕事は？

日本工業大学の建築学

科の教員をしています。

私の研究室では、「環境

共生」をキーワードに、住む人の健康・快

適性に加え、地球環境に配慮した住宅の設

計や研究に取り組んでいます。緑で日射を

遮り、風通しを良くして涼を得ることや、

し尿を堆肥化して畑へ還すなど、極力設備

に頼らない住宅設計を心がけています。

～授業で伝えたいこと、工夫していること

環境工学で取り扱う要素には、熱・温熱・

光・水・音・空気質など、さまざまなもの

があります。どれも、暑い／寒い、まぶし

い／暗い、美味しい／不味い、うるさい／

静か、臭い／良い匂い、など、人間の感覚

に関する要素です。しかし、それらの殆ど

が、目で見ることができないため、理解す

るのが難しいのかもしれません。カレッジ

での授業では、できる限り要素に関連する

実験演習を取り入れ、まずは「体感するこ

と」を重視しています。結果として、目に

見えない感覚的な要素をできる限り数値化

して表現することができるようになること

を期待しています。

～カレッジ生へ

「快適で健康な家とは、どういう家でしょうか。」

私は、「手間を省いた、何もしなくても済むような家」

を「快適」と云っているような風潮があるように感じ

ています。自動で点灯する照明、汚れの付かない壁、

いつも温かい便座、分別不可能な素材など、挙げ出し

たらきりがありません。果たして、そのような家が本

当に快適で健康な家なのでしょうか。「なにもしない

で済む家」ではなく、「人が楽しく働くことで健康に

なる家」というのが、私の理想です。この問いに答え

はありませんので、皆さん自身の理想を見つけてくだ

さい。

カレッジの先生ってどんな人 第２回

地
球
環
境
に
配
慮
し
た
住
宅
設
計
・
研
究

第24期生（2019年4月入学）募集

大工技術を通して建築の基本を学ぶ貴重な２年間

当面の日程をご紹介します


